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Ⅰ　教育目標とグランドデザイン 評価は、Ａ（十分）、Ｂ（おおむね十分）、Ｃ（やや不十分）、Ｄ（不十分）の４段階
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目指す学校像

ＤＰ：生徒育成方針

ＣＰ：教育課程編成・実施方針

ＡＰ：生徒募集方針

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

Ⅱ　今年度重点目標（部署別） 評価は、Ａ（十分）、Ｂ（おおむね十分）、Ｃ（やや不十分）、Ｄ（不十分）の４段階

　基礎的知識・技能の習得及び健康・体力の増進

地域の教育力を生かした多様な学びを実現
「人とつながる、地域とつながる、未来とつながる」 B

各部、各委員会、各学年、各教科におい
ては、評価ＡもしくはＢが殆どであり、年
度当初の目標は概ね達成できた。しかし
ながら、少子高齢社会を迎え、ロールモ
デルのいない、先の見通せない時代に
あって、予測不能の未来に対応するた
めには、社会の変化に主体的に向き合
い、一人一人が自らの可能性を最大限
に発揮し、幸福な人生を自ら創り出して
いくことができるようよう導いてゆかねば
ならない。そのためには、知識を蓄積し、
その知識を礎とし、何が重要かを主体的
に判断し、自ら問いを立て、その解決を
目指し、他者と協働しながら新たな価値
を生み出していくことができるよう教育の
あり方・学校のあり方を不断に見つめな
おしてゆくべきである。また、職員の働き
方改革については、今後も考えてゆか
ねばならない課題である。

　自主・自律の精神及び豊かな情操・知性の育成

　地域との連携による幅広い人間性の涵養

　民主的で平和な国家・社会を形成する主権者の育成

令和６年度(2024年度)　松本美須々ケ丘高等学校　学校自己評価表（最終評価）
７８　長野県松本美須々ケ丘高等学校

学校教育目標 グランドデザイン 総合評価 次年度への課題

部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）

松本美須々ケ丘高等学校　「３つの方針」

地域の教育力を活用した多様な学びを展開し、地域とともに愛され続け、発展していく学校

グローバル化が進展する社会の中で自分の可能性を追求しながら、地域社会を支え、未来を創造できる生徒を育てます。

地域の教育力を活用し、多様な学びを取り入れた教育課程を編成・実施します。

基本的生活習慣が身についており、多様な学びや体験活動に意欲を持って取り組む生徒を待っています。

令和６年度(2024年度)　重点目標　（令和５年度～令和９年度 中期目標）

項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

 教科の学習と探究的な学びの充実により、生徒一人ひとりが自らの進路と向き合い主体的に学ぶ姿勢を育成する。

 積極的な情報発信等によって地域との接点を拡げ、多様な人々とつながりながら学ぶことのできる、開かれた学びの環境づくりを進める。

 相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える共生社会の形成者としての考えを醸成する。

 自主性を重んじる生徒会活動や探究活動によって得られる経験に立脚し、一人ひとりが自らの可能性を最大限に発揮し、他者と協働しながらよりよい社会や新たな価値
を生み出していく姿勢を育成する。

 先を見通すことが困難な時代において、生徒の悩みや不安に寄り添い、学校と家庭の連携と,地域人材の活用を強化し、生徒にとって安心安全な学校づくりを進める。

② Ｂ 概ねできたものと考える。
更に効果的な学校運営を考えた
い。

① Ｂ

行事の計画・運営は概ね適切に行うこと
ができた。

生徒の意見要望等も取り入れ、行
事の適切な計画運営に努めたい。

④ 「３つの方針」の推進と、状況に応
じた見直しを行う。

・地域との連携、体験活動、研修などを
設定・実施できたか。

③ 安心・安全な学校作りに努める。

・防災計画を迅速に立案し、それに基づ
く安全管理が適切に行われたか。

④ Ｂ

・信州大学をはじめ地域との連携をとる
ことができた。
・教育課程について、生徒の実態に合わ
せて、細かな改訂を行った。
・中学校訪問等を行い、意欲を持った生
徒募集に努めた。

・多様な学びを取り入れた教育課程を編
成・実施できたか。

・意欲を持った生徒を募集できたか。

地域の持つ力、教育施設が集まる
地の利を活かし、高校の３年間に
とどまらず、将来を見据えた教育
活動を行うため、今後も地域との
連携を深めてゆく。

Ｂ

・防災訓練は計画どおり適切に行うこと
ができた。
・「中間改修工事」が継続中であり、今後
も危険箇所の把握・改善に努める。

今後も各部署、生徒会等を通じ
て、校内の安全・美化に努め、生
徒及び職員が安全快適に過ごす
ことのできる学校作りを続ける。

・校内の危険箇所の把握に努め、適切
な処置を施すことができたか。

③

Ｃ
業務が多岐にわたり、長時間労働・時間
外労働の解消はできていない。

今後も会議のあり方を見直し、ま
た、日課についても考えてゆく。

進
路
指
導

⑴

⑷

生徒が自分の能力や適性を的確に
把握して、探究活動を通して、科学
や地域・国際社会にも目を向けさせ、
主体的に自らの生き方を考えて進路
を選択できるように、さまざまな機会
をとらえて計画的、組織的な指導を
する。

・個人面談、LHR、学年集会、進路の日
などの企画運営を通して、生徒が自分
について考え、進路意識を高め、進路選
択の選択をする機会や資料を与えること
ができたか。
・各学年の進路指導計画を遂行すること
ができたか。

⑤ 学校における働き方改革のため
の取組を進める。

・日課の見直しができたか。また、会議
時間の短縮ができたか。長時間・時間外
労働が解消されたか。

⑤

教
務

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

① 授業や諸行事が円滑に行われる
ように努めると共に、それに伴う諸問
題の調整を行う。

・諸行事の計画・運営は適切であった
か、生徒の視点・職員の視点で考えるこ
とができたか。また、それによって、行事
の精選ができたか。

・各行事の担当者・担当部署と緊密な連
絡がとれたか。

② 各学年や分掌と密に連絡を取り
合う。

・各学年、分掌と緊密に連絡を取り、効
果的な学校運営が出来たか。

① B

年度当初の計画に基づいてコロナウィル
ス等の感染防止対策をとり、夏期のオー
プンキャンパスは制限をなくして参加を
訴え、講演会や研究会などの進路を検
討する機会を与えることができた。１、２
学年では、外部講師による講演会も行
い、意識を高めることができた。

・進路研究の充実と職業体験や選
択科目調査、進路希望調査との連
携を進め、オープンキャンパスへ
の参加など早期に進路意識の向
上を図るようにする。
・３年生を対象とした具体的な進路
希望調査を３回実施することで、
早期の指導や進路実現に対応し
た体制を作る。

⑴

・予習→授業→復習という学習習慣
の定着を図る。
・Classroomやロイロノート,スタディサ
プリなどの活用方法を研究し活用を
促進することで、生徒の家庭での学
習の補助をする。

・平日の家庭学習時間1時間30分を達成
できたか。　　　　　　　　　　　　　　・
Classroomやロイロノート、スタディサプリ
などを利用した動画配信、資料提供など
を生徒に活用させることができたか。

② B

ＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍやロイロノートの活
用により、学習意欲を高められたが、学
習時間の確保に向けての意識を向上さ
せることが十分にできなかった。夏期補
習や平日補習の取り組みに加え、早期
指導による学習意識の向上は図られて
いる。ＩＣＴの活用は進んでいる。

家庭学習の時間を確保するため
に、試験２週間前からの学習記録
表を提出させるなど、具体的な方
法論を学年と話していく時間をとり
たい。

模試の結果などが学年通信等で
報告されているので、学年内での
情報共有はできている。学校全体
で共有するための方法論を展開し
たい。

⑴
⑵
⑶

いかなる環境下においても学びを止
めさせないために進路に関わる情報
と資料を収集し、生徒や保護者及び
職員に正確に発信するとともに、家
庭と協同し生徒の学習面、生活面、
精神面の支援をする。

・各学年の学年通信で情報を発信した
か。
・必要に応じて職員会での情報提供や
マメールを使った発信をしたか。

④ A

各学年で定期的に学年通信を発行し、
生徒や保護者にも情報が共有できるよう
にするだけでなく、進路の情報提供も進
路の手引きなどの活用により対応してい
る。

全体的に情報発信はされているの
で、教員共有のデータフォルダー
に入れ、閲覧できるようにしながら
継続的に対応したい。

⑴

⑸

生徒の進路選択にかかわる情報や
学習成績と模擬試験の結果などを職
員間で共有し、家庭と連携を取りな
がら教科や学年に助言と協力を求め
る。特に新課程入試についての対策
を講じる。

・模擬試験の結果を職員間で共有し、教
科や学年からの助言を生徒にフィード
バックすることができたか。
・新課程入試の情報と対応が生徒や職
員間で共有できたか。

③ B
模擬試験の結果の職員間共有が十分で
はないが、面接指導や進学先の情報な
どの指導に役立てることができている。

連携をとることができた。
今後とも、関係部署、各職員との
連携を深めてゆく。

 ７
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部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）

① B

毎月の職員による立ち番指導や安全委
員会による呼びかけを行った。また、松
本市による「ヘルメット着用促進補助金」
の申請手続きを行う過程を通してヘル
メット着用の推進を行い、交通安全に対
する意識の向上を図ることができた。

・将来のヘルメットの着用義務化を
見据え、より一層のヘルメット着用
推進をすすめていく。
・交通ルール・マナーのさらなる指
導を重ね、事故の防止に努める。

項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

B

定期テスト時の頭髪等のチェックに基づ
く指導を学年中心に行い、状況に応じて
個々に指導を行った。校内巡視を行うと
もに、抑止力としての防犯カメラの設置も
行った。

・保護者への情報提供をさらに複
数のチャネルでおこなっていただ
けるとありがたい。
・生徒主体の挨拶・交通マナー・ヘ
ルメットなどの呼びかけも継続した
い。

③職員があらゆるチャンネルを駆使
して、生徒の小さな変化にも気づき、
情報を共有し、他部署と連携して初
期対応を適切に行い、いじめや体罰
のない学校づくりを進める。

③各学年会をはじめ、関係機関と緊密
に情報共有し指導できたか。特にSNSの
使い方と成人年齢が18歳に引き下げら
れたことについて、生徒に注意を喚起
し、適切に指導できたか。

③ A

②生徒との面談機会を増やして生徒
の様子を細かく観察し、変化の予兆
とらえる。マメールを発信し、家庭と
の連携を密にして、信頼関係を築く。

②ＨＲ指導、頭髪指導、立ち番指導、巡
視指導、挨拶運動などを実施できたか。
また、匿名のアンケートを用いて生徒・
家庭の意見に耳を傾け、的確に対応で
きたか。

②

スマホを中心として、情報機器とSNSの
使い方とマナーについては、入学時の指
導はもとより、折に触れて注意を喚起し
てきた。しかしながら家庭における保護
者の意識向上と協力体制の強化が不可
欠である。

生徒への注意喚起・指導をさらに
おこなっていく。平行して、保護者・
家庭への意識向上や指導につい
ての協力を強く呼びかけていく。

生
徒
会

⑵

⑶

⑷

⑸

①他者と協力して諸問題を解決しよ
うとする主体的、実践的な姿勢を育
む。

・主体的、実践的に取り組ませることが
できたか。

①

生
徒
指
導

①日常生活において、生徒・職員を
問わず気持ちよい挨拶ができる。ま
た、交通ルールの遵守、交通マナー
の徹底、ヘルメットの着用の推進な
ど、安全意識を高める。

①社会や学校のルールを再度確認させ
るとともに、これを遵守させる指導ができ
たか。自転車ヘルメットの着用を推進で
きたか。生徒が事故を身近に感じ、被害
者にも加害者にもならないための交通
安全指導ができたか。

A

双蝶祭やクラスマッチなどの各種生徒会
行事において、昨年度の反省を踏まえ計
画立案しながら、実践することができた。
新体制では、役員の考えを話合いに反
映させるため、事前アンケートを実施し
た。また、生徒たちが自主的に、役員間
のコミュニケーションを深める努力をして
いる。

引き続き、これまでの活動も生か
しながら新しい発想を引き出せる
よう支援していく。

②集団や社会の一員としての自覚を
深め、保護者・地域との連携を図る。

・保護者・地域との積極的な連携が図れ
たか。

② B

双蝶祭では、ほぼ通常どおり一般公開を
行い、地域や家族と交流することができ
た。双蝶祭中にはユニセフ募金、また新
体制になって赤い羽根共同募金を行い、
社会の一員としての自覚を深めることが
できた。コロナ以前のような地域のボラン
ティア活動等は今年度もできなかったた
め、新年度に向け検討したい。

校外での活動を以前の形に戻して
いけるように、社会福祉協議会等
と連携を図るなど、広く社会へと目
を向け、自らが主体的に興味関心
を持って関わることのできる可能
性を模索していく。

③健全で自由で活発な生徒会活動
や部活動を推進する。

・健全で自由で活発な生徒会活動や部
活動を実現できたか。

③ A 活発な活動を推進することができた。
活発な活動のためのヒントとなる
ようなアイディアを提供するととも
に、生徒との協働を図る。

④相互に尊重し、友情を深めると共
に、規律を遵守し共同生活の発展に
尽くす姿勢を涵養する。

・多角的視野を持ち、他者を尊重するこ
とのできる人材を育成できたか。

④ A

定期的に行っている役員会を中心に、
face to faceのコミュニケーションの重要
性を認識することができた。簡易な連絡
ツールとしてはSNSの活用も有効である
ことを認識させ、それに頼りすぎないよう
生徒会活動の中で指導することができ
た。
全盲の生徒が在籍していることで、クラ
スマッチをはじめとする生徒会行事をと
おして、多様性を認識することができた。

役員会は単なる連絡会ではなく、
話し合いの場であるという点を重
視して今後も指導を進めたい。
地域や未知なる分野へ興味関心
を持てるようなきっかけ作りを継続
して行い、他者を尊重する姿勢を
今まで以上に養えるように工夫を
図りたい。

B

双蝶祭では、焼きそばの販売なども復活
し、通常開催に近い形で実施した。コロ
ナ以前を経験していない生徒たちにとっ
ては手探りの計画立案だったと考える
が、積極的に取り組み新たな双蝶祭を作
り上げることができた。
感染対策も意識的に行なったが、双蝶祭
後に感染者が複数出てしまったことは、
反省点として次年度に引き継ぎたい。

他校の様子や、学校以外での取り
組みなどの情報を研修会等で役
員が自ら収集し生徒間で共有を図
りたい。
各種行事の計画立案に於いて、役
員が自ら考え意見を述べ熟議でき
る場を数多く設定したい。
感染症のカテゴリーが５類になっ
ているとはいえ、行事の際の感染
症対策は充分ではなかった。次年
度に向け対策を検討したい。

清
美

①清美委員会と協力し、ごみの分
別・可燃ごみの削減のために生徒自
らが主体的・意欲的に取り組む姿勢
を育成する。

・資源ごみの分別徹底により、可燃ごみ
の削減ができたか。

⑤ポストコロナに対応した感染防止
対策をしながら、生徒が前向きに取
り組み、新しい生徒会活動を作り上
げていけるよう支援していく。

・新しい生徒会活動の構築に向け、適切
な支援ができたか。

⑤

① B
ごみステーションにて、ごみを分別するこ
とができた。

引き続き、掲示・呼びかけ等を行
い、ごみの分別を徹底する。

②職員・生徒の清掃に対する意識を
高め、清潔で気持ちのよい学習環境
を整えられるよう、適切な清掃活動を
計画する。

・ごみ収集、大掃除、ワックスがけ、カー
テン交換、モップ交換などの清掃計画は
適切であったか。

② A

予定された行事等は、計画通り実施でき
た。年度末のカーテン交換も、計画通り
行う。加えて、ロッカーの上に私物を置か
ないよう呼びかけができた。

適切な清掃計画を立てるととも
に、現在のごみステーション周辺
の状態を維持する。

 ７



3 / 6

令和６年度(2024年度)　松本美須々ケ丘高等学校　学校自己評価表（最終評価）
７８　長野県松本美須々ケ丘高等学校

部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）
項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

図
書
視
聴
覚

⑴

⑵

⑷

①生徒の主体的、意欲的な学びに役
立つ図書館の蔵書や視聴覚教材・機
器等を部で検討し、備える。

・生徒の主体的、意欲的な学びを支援す
る教材・機器などを備えることができた
か。

① B

③ICT機器を活用した学習支援が円
滑に進むよう関係部署と連携する。

・ICT機器を活用した学習支援が円滑に
進むよう関係部署と連携できたか。

③ B

図書館資料の充実につとめ、生徒のリク
エストにも応えながら、購入をした。電子
黒板などのＩＣＴ機器に対して、連絡や連
携をはかった。

機材の接触不良や画像が映らな
い、音声が出ない等の不具合が
時々起こり、苦慮するケースが
あった。情報を共有し対応を考え
ていきたい。

②図書館資料やICT機器を用いた授
業における活用方法の研究を進め
る。

・授業における図書館資料やICT機器活
用に関する研修に参加する等、研究を
進めることができたか。

② B

読書週間や旬間を始めとして図書館の
資料活用を促す機会を作った。特設コー
ナーは好評であり、一層の資料の活用を
促していきたい。

必要に応じて積極的にICT機器活
用に関する研修会を実施していき
たい。

ＩＣＴ機器の活用をしながら、さまざまな実
践をサポートするよう努めた。家庭科や
国語科、探究などの授業で連携を模索
し、円滑な学習支援ができるよう研究を
進めた。

学習面での連携を図るために教
科間でも情報を共有し検討を重ね
る必要がある。

保
健
教
育
相
談

⑵

⑶

⑸

①生徒が様々な活動に、主体的・意
欲的に取り組むために、生徒の心身
の健康を維持できるよう、支援体制
を整える。

・生徒の心身の健康を維持するために、
生徒の状況を把握、情報共有し、チーム
支援ができたか。

① A
学年会で出た生徒動向について係でも
共有し、カウンセリングなどにつなげるこ
とができた。

生徒の情報を担任や保護者と共
有し、今後も継続して生徒の心身
の成長を促していきたい。

②安心安全な学校づくりのために、
早期に生徒の状況を把握する。教員
間での情報交換を通じて、悩みのあ
る生徒を初期段階で共有し、実態に
応じた対応を行う。また家庭やスクー
ルカウンセラー、外部機関とも連携
する。

・問題を抱えている生徒の悩みに寄り添
い、家庭や外部機関と連携し、支援につ
なげることができたか。

② A

生徒の心身の状況を把握し、学年で共
有することや担任面談の材料として活用
できた。スクールカウンセラーの活用も
生徒・保護者・教員合計４４名の実施を
行うことができ、病院等外部機関につな
がったケースもあった。（1/14現在）

カウンセリングを実施する時間数
が年々増加傾向にあり、来年度も
本年度並みの時間数の確保が必
要と感じている。

③健康診断や保健講話、健康相談
活動などを通して、生徒の心身の健
康課題の解決を図る。また、生徒が
自分の力で健康の保持増進が出来
るよう、保健指導や情報提供を行う。

・各種保健行事の実施や、全体又は個
別に対する健康教育を行うことができた
か。

③ B

健康診断・保健講話については、計画通
り実施できた。個別対応は来室時や呼び
出し等で実施出来たが、全体に対する健
康教育をもっと充実させれば良かった。

各種保健行事は今年度同様に実
施したい。保健だより等を通じて全
体への健康教育を行う。

渉
外

➀学校と保護者、同窓会と連携を図
り、PTA活動の企画・運営を行う。

・保護者の意見や要望について、関係
部署での検討を依頼し、学校運営に役
立てることが出来たか。

① A

文化祭で役員の方々と生徒とのコラボ
（フラワーアレンジメント作製）が実現でき
て良かった。またPTA研修会の発表準備
のお手伝いができた。

来年度も、今年度好評だった文化
祭でのPTAと生徒とのコラボ企画
（フラワーアレンジメント制作）が予
定されているので、スムーズに運
ぶようお手伝いしたい。

➁PTA総会・理事評議員会をポストコ
ロナに対応した形で、昨年に続き開
催する。また、地区PTAの廃止に伴
い、総会で会則を改正する。

・ポストコロナに対応した形で、PTA活動
の再開ができたか。

② B
PTA総会で、地区PTA廃止に伴う会則改
正を行った。

来年度、中信PTAの事務局が来た
り、今年度に引き続いて県PTAで
の発表があるので、これらもス
ムーズに行くようお手伝いしたい。

探
究
指
導

⑴

⑵

⑶

⑷

①「総合的な学習の時間」を充実さ
せるため、研究を重ね、深い学びの
実現を目指す。

生徒の主体性を引き出す工夫をしたか。
きめ細かな指導に向けた改善を行った
か。

① Ａ
３学年探究発表会では、１，２年生が発
表に加わり、探究の様々な手法について
生徒同士で学ぶ機会となった。

学年を超えた学習交流を今後も計
画したい。また、探究フェスタの開
催時期や実施方法について毎年
見直しをしていく。

②多様な学びを展開するため、地域
との連携を推進する。

テーマや課題に関する情報の提供や人
材の紹介などの機会を増やせたか。外
部との連携の取り組みをさらに充実させ
ることができたか。連携先を開拓できた
か。

② Ｂ

今年度から連携コーディネータ事業を活
用した取組をスタートさせ、外部機関や
他校との連携による探究学習を進める
きっかけとなった。

来年度以降、多くの生徒が外部と
の連携を活用した探究学習が展
開できるよう引き続き連携コーディ
ネーターや同窓生等の支援を受け
ながら指導体制を構築する。

③キャリア教育を推進し、生徒の人
生観・職業観を育み、個々の進路実
現を支援する。

生徒の社会活動への参加を促進させる
ことができたか。多様な学びの場を提供
することができたか。生徒の進路実現に
貢献したか。

③ Ａ

1学年では、夏季休業を活用したフィール
ドワークやオープンキャンパスへの参加
を、２，３学年では、テレビ信州の松澤さ
んによる探究講演を実施した。探究学習
の進め方を学ぶとともに、進路実現につ
ながる貴重な機会になった。

同窓生や外部機関との連携を図り
ながら探究学習を計画し、生徒が
社会との関わりの中で学ぶ機会を
確保したい。フィールドワークの受
け入れ先の開拓を進める。
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部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）
項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

１
学
年

⑴

⑵

⑶

⑷

⑹

①高校生としての基本的な生活習慣
（時間厳守・挨拶・掃除）を確立し、活
力ある、けじめのある高校生活を送
る。

・時間厳守・挨拶・清掃等の基本的な生
活習慣が身についたか。

②生活環境をしっかり整え、気持ちよ
く生活を送る。

・生活環境を整え、生活ができたか。

④２年次に向け進路実現のための文
理選択を考えさせる。特に、オープン
キャンパスや総合的な探究の時間、
ＬＨＲを通じて、自分の進路について
考えさせ、学部学科を視野に入れな
がら文理選択を行い、より自分の進
路を絞り込む。また、ライフプランの
作成を通して将来の職業について考
えさせる。

・学部学科を視野に入れながら、また、
自分の進路実現のための文理選択がで
きたか。

⑤探究学習では、自分自身に目を向
け、自分の興味・関心があることを追
及させる。また、課題テーマを設定
し、情報収集、分析・整理、表現・まと
め、振り返りといった一連のプロセス
を学ばせる。

・自分に興味関心があることや探究のプ
ロセスが理解できたか。

③学びを大切にし、日々の学習内
容・学習態度・学習方法を振り返り、
基礎学力の定着が図れる様よう指導
する。また、平日及び週末課題を課
し、家庭学習習慣の確立をはかる。

・基礎学力の定着が図れたか。また、家
庭学習の習慣が定着したか。

① B
適宜学年集会を開くなどして、規律徹底
の働き掛けはできたが、時間が経過する
と緩み始める生徒が見られた。

粘り強く継続して、学年全体で声
掛け、支援を行っていく。

②１日１時間30分以上の学習時間を
とれるように習慣化する。
SHR時に朝学習を行い、基礎学力を
つけ、受験に向けての基礎を身に付
ける。
スタディサプリを活用して、大学進学
を希望する生徒だけでなく、学習内
容の定着がおぼつかない生徒にも補
習を行い、学年全体が学びに向かう
集団になる。

・学習が習慣化できたか。学年全体とし
て学びあう雰囲気になったか。

①高校生としての基本的な生活習慣
（時間厳守・挨拶・掃除）を確立し、活
力ある、けじめのある高校生活を送
る。

・時間厳守・挨拶・清掃等の基本的な生
活習慣が身についたか。

② Ｂ

学習環境を整えるためにスタディサプリ
を導入し、朝SHR時に取り組ませるなど
学習意欲を高めることを実践した。
また意欲が高い生徒向けに追加の課題
等を配信、補習を行い、学習集団が作ら
れ始めてきた。
家庭学習の時間については、学年通信
を発行することで意欲を高めていった
が、生徒によって差が出てきている。

生徒によって学習時間などに差が
ある状況であるため、まだまだ学
習集団作りが完成してはいない。
学年通信の内容の工夫やＳＨＲな
どの時間を通して生徒が意欲的に
学習に取り組むことができるような
状況を作っていく。

④自己を大切にするとともに他者を
理解尊重する姿勢を身につけ、社会
で認められる人格を形成する手助け
をする。

・自己肯定感を高め、多様な価値観を持
つ他者に対する配慮ができるようになっ
たか。
・成人としての自覚を形成させることが
できたか。

④探究学習について、多様な価値
観・考え方に触れることで、自身を客
観視し、主体的・協動的に取り組む
姿勢を涵養しよう。
地域や身の回りのことに目を向け
て、課題や改善点を発見することで、
地域の一員であることを自覚するとと
もに、よりよい地域の在り方を模索し
将来地域社会で活躍できる人材にな
ろう。
物事の本質を追求し、学術的な力を
身につけよう。進路に結び付くような
探究学習を行おう。

・探究学習が、地域に絡みながら、自分
の興味や進路に関係したものになった
か。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

２
学
年

B

・生徒の進路希望を定期的に把握し、そ
の状況を見て必要な情報を進路通信で
発信した。現在は共通テストに向け、特
編等を行っている。
・探究学習の研究発表で行ったプレゼン
テーションの経験が入試に向けた対策に
もなった。

推薦入試である程度の成果だった
が、これから受験する生徒の頑張
りを支援していきたい。
新教育課程になって最初の学年
であったが、学習や進路状況を検
討する機会があればよい。

②生徒会活動や部活動等の課外活
動にも積極的に参加し、充実した高
校生活を送れるよう導く。

・高校生活を振り返って満足する生徒が
多いか。

①

・文化祭は、大勢の来校者を迎えて計画
通りに実施することができた。
・クラブ活動では目標とする大会や発表
会などで全力を尽くせた。

④ A

今年度は情報収集において、外部人材
を活用して学校外の繋がりを意識させた
(松本市役所や探究コーディネーター)。
また、昨年の取り組みの反省からイン
ターネットや書籍からの二次情報に頼る
生徒が多かったため、一次情報の収集
の強化というテーマをもち生徒一人ひと
りにフィールドワークを実施した。実際に
自身の五感を生かしたことで探究を自分
事として捉えることができたのではない
かと感じている。課題はプレゼンテーショ
ン。相手に伝えるという意識が希薄であ
り、スマホなどのカンペを眺めながら発
表する生徒が多くを占めていた。伝え方
を客観的に意識できるよう促していく。

生徒によっての取り組みの温度差
が見られるが、担任・副担で協力
して探究学習を行えたことで、手
厚い探究活動になったのではない
かと考える。教員にとっては専門
外の分野にあたる場合が多いが、
外部との繋がりや図書室の利用、
信大を有効活用することが今後も
求められると考える。

③進路についての意識を高め、自分
の視野を広げる。（オープンキャンパ
ス・学校説明会・ミニ進路講座等の参
加）
10月の研修旅行後には受験モード
へと気持ちをしっかりと切り替えて、
志望校の決定を目指す。

・進路意識が高まり、受験モードへと切り
替えができたか。

③ Ｂ

LHRや探究、放課後を使って進路に関わ
る行事を設定し、進路への意識づけを積
極的に行った。また、研修旅行後は、共
通テストの話や３年生の進路体験を聞く
機会を設け、受験生への切り替えを意識
させた。だいぶ変化も見られてきたが、ま
だ気持ちの切り替えができていない生徒
や自分の進路に関して曖昧な生徒も見
られる。

③学年通信･学級通信等も含め積極
的に学校からの情報を発信し、家庭
と協力することで生徒の安心安全な
生活をサポートする。

・家庭と連絡を密にし、生徒個々の状態
を把握することができたか。

３
学
年

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

①自己の進路希望の実現に向けて
計画的に学習するよう指導する。ま
た、各自に合わせた探究型学習を進
路活動に生かせるよう指導する。

・大学入試をはじめ進路情報について共
有出来たか。
・生徒個々の進路希望について保護者
とも相談しながら学年全体で対応出来た
か。
・「総合的な探究の時間」を有効に活用
できたか。

① A

多くの生徒が基本的な生活習慣は定着
している。。ただ、少しずつ悪い意味での
慣れが出始めている生徒もいるので、継
続的な指導が必要である。

引き続き継続的な指導を続け、活
力ある、けじめのある高校生活を
送れるように支援をしていく。

② A
特に、廊下のロッカーの上は、年間を通
じてきちんと整理できた。

引き続き継続的な指導を続け、今
年度同様生活環境をしっかり整え
生活できるよう支援していく。

③

各教科から週末を中心に課題を課すな
ど基礎学力の定着を図った。各生徒の
取り組みに徐々に差が出始め、そのた
め基礎学力の定着にも差がある。また、
定期考査やスタディサポート、校外模試
の結果をもとに面談を重ね、学習意欲・
目的意識の向上や家庭学習の定着を
図った。多くの生徒が部活動に参加して
いるため、家庭学習の確保に課題があ
る。

夏期休業を活用した企業見学やオープ
ンキャンパスへの参加等外部に向けた
体験活動を実施し、探究活動を通して生
徒が自分の視野を広げる機会となった。
また、総合的な探究の時間で職業や自
身の進路に関する課題を学習し、自分自
身の進路についてしっかり考えることが
できた。さらに、５・９・１１・１月の４回、進
路講演会を実施し、生徒自ら自分の進路
を考え、文理選択・科目選択をする一助
とすることができた。

かなり自分の進路について考える
ことは進んだが、まだ見通せない
生徒が一定数いるので、引き続き
講演会や分野別ガイダンス、個人
面談等を通じて、進路意識を高め
ていく。また、同じ目的を持った仲
間づくりができればとも考えてい
る。

高校生活最後という意識づけをす
ることで文化祭やクラスマッチなど
の行事や大会にも積極的に取り組
んできた。

B

学年全体としては、より具体的な
進路行事（推薦入試や共通テスト
などの講話）を引き続き行っていく
ことで意識を高めていきたい。ま
た、こまめに個人面談を行っていく
中で、生徒の進路の状況を把握
し、志望校決定の支援を行ってい
く。

生徒の目的意識向上や、やる気を
引き出すような工夫をしていく。

④ A

③ A
・定期的に進路通信を配信し、情報を提
供することができた。

より密な連絡、情報発信のために
は簡単なシステムと余裕が必要。

④ B

・様々な進路目標が即ち多様な価値観
の表れであることをお互いに理解し、尊
重するよう指導した。
・成人になった生徒には選挙の投票を促
した。

平林君の存在が非常に良い影響
をもたらしていた。ことあるごとに
他者を意識させるのが良い。

⑤ A

第１期は自分の興味に基づく課題を探究
する、第２期は職業や自己の進路に関す
る課題を探究する、第３期はプレ探究と
いうテーマで実施した。何回かグループ
発表を行い、成果を確認している。

グループ発表の回数を重ねるごと
に、発表内容に工夫がみられるよ
うになったが、個人差がある。意識
が低い生徒へのアプローチをどの
ように工夫するかが一つの課題で
ある。

② A

 ７
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部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）

① B

・従来の教材とデジタル教材を活用した
授業展開ができた。
・小テストによる学習習慣の定着が図れ
た。単元ごとの学習達成評価につなげる
テストのあり方を研究する必要がある。

・デジタル教材活用の教員間の情
報共有を進めたい。
・他教科の実践も参考にし、課題
や小テストの配置を整えていく。

項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

③口頭（プレゼンテーション）、文章と
もに、自らの考えを論理的に他者に
伝わるように表現する力を育成す
る。

・生徒の進路に沿った表現の指導がで
きたか。

③ B

②生徒同士のコミュニケーションを活
発にし、自分の意見を発信する力、
他者の意見を聞くことによる多様な
考え方を受け入れ柔軟に思考する力
を育成する。

・生徒間コミュニケーションを図れる授
業、記述レポートなどを組み込んだ授業
展開ができたか。

②

④古典文化と現代社会とのつながり
を示し、幅広く深い教養による豊かな
人間性を育むとともに、生徒の探究
心を刺激するような授業展開を研究
する。

・生徒の探究心を刺激するような授業研
究のために、教員間で情報交換や授業
参観ができたか。

④ B

デジタルコンテンツを活用し、現代社会と
のつながりを提示する授業展開ができ
た。授業参観を行い、教員間での情報交
換や授業改善につなげることができた。

引き続き、教員間での情報共有を
行い、より魅力的な授業を研究し
ていく。

① B

③生徒の主体的・対話的で深い学び
につながる授業について研究する。

・PDCAに基づく授業の振り返りを実践す
ることができたか。
・教員同士で相互に授業を見合うなどし
てお互いにアドバイスをすることができ
たか。

③ B

④

① A

単元テストをマークシートを使って実施し
た。基礎知識の習得状況を確認できた。
間違えやすい部分の傾向を把握し、授業
に生かすことができた。

間違えやすい部分の傾向を把握
し、授業に生かすことをめざす。ま
た、単元テストの実施回数につい
ても今後検討していく。

②ICTの利用を促進し、図やグラフ等
を視覚に訴えることで、生徒の理解
力を深める。また、ICTを活用した授
業展開を研究する。

・ICTの効果的な活用について意見交換
ができたか。また、授業の質の向上を図
ることができたか。

国
語

⑴

⑶

⑷

①言語教材、その他データ資料から
正確に内容を捉え、現代社会の情勢
を知り、我がこととして思考する力を
育成する。

・目標達成のために資する適切な教材
を設定できたか。
・語彙力向上のための小テストを有効に
活用できたか。

時事問題を取り上げて、重点的に掘り下
げ、生徒にレポート課題で主体的に考え
させた。また、信州大学や税理士会など
と連携して財政や租税の役割を学ぶ
ワークショップを実施した。

タイムリーなテーマを重点的に取
り上げ、生徒の主体的な取り組み
を工夫し、当事者意識・主権者意
識を育てていきたい。

②地球的課題に関する知識を身に
付け、それらを解決しようとする態
度、他国や他文化を理解し尊重して
いく態度を身につけさせる。

・ディスカッションやレポート作成、生徒
による自己評価、定期考査などを通して
知識の定着と理解が図れたか。

② B

当事者意識を持たせるため「自分ならど
うするか？」の問いに対し、自分の考え
を表現する機会として、グループデイス
カッションやレポート作成などを意識して
設定するようになった。

課題の与え方・評価の方法など、
研究や情報交換を重ねていくこと
が必要と思われる。

地
歴
公
民

数
学

①基礎事項の定着を図り、思考する
ための土台を築くことができたか。

・単元テストや確認テスト等を定期的に
実施して、個々の習得状況を確認するこ
とができたか。

④教科の理解を深めたり、幅広い視
野で物事を捉えたりできるように、
ICT機器やオンライン学習システムな
どを活用して新しい指導方法を研究
する。

・新しい指導方法や教材・教具を工夫し
て利用することができたか。

①グローバル化する国際社会、ダイ
バーシティ社会の構築が目指される
社会を鑑み、主体的に生き、平和で
民主的な国家・社会を形成する主権
者を育成する。

・他者理解や主権者意識を高める学習
活動を行えたか。

③論理的に思考したことを「言語」に
よって表現できる能力を育成する。

・授業や提出課題、考査等で、生徒が論
理的に記述をすることや発言をすること
ができる力を身につけるよう支援できた
か。

③ B
講座によって、ICT機器やプリントを利用
することで、生徒の数学的な思考を引き
出し論述させる活動ができている。

共通テスト等から数学の力だけで
なく読解力、論理的に考え表現す
る力を養う必要がある。今後の授
業内容についても検討を重ねた
い。課題の効果的な取り組みにつ
いて研究を重ねていきたい。

理
科

①自然の事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を
養うとともに、理解を深める。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科
学的に探究しようとする力が身につけら
れたか。加えて、理解を深められたか。

① A

③授業におけるICT機器や各種アプ
リケーション（ロイロノート、Google等）
の効果的な活用方法について、教科
内外の授業相互視察等をとおして、
研究を推進する。

授業におけるICT機器や各種アプリケー
ション（ロイロノート、Google等）の効果的
な活用方法について、教科内外の授業
相互視察等をとおして、研究を推進でき
たか。

③ A

②観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う。また、そのために
必要な技能を身につける。

観察、実験などを行い、科学的に探究す
る力を身につけられたか。さらに、その
ために必要な技能が身についたか。

② A

④教科内の会議や報告・連絡・相談
について、Teamsを適切に活用でき
るよう、実践と研究を推進し、働き方
改善に努める。

教科内の会議や報告・連絡・相談につい
て、Teamsを適切に活用できるよう、実
践と研究を推進できたか。

④ A
・議題資料をTeamsで共有すること、円滑
に協議を進行できた。

・早めの情報共有を心がける。科
会の有無やレジュメ作成。

探究発表の年間の流れと合わせ
る形でプレゼンテーション指導の
調整を図る。

・タブレット、クラスルーム、ロイロノート、
スタサプを活用して授業を研究すること
ができた。

・授業相互視察などを通してICT機
器の利用を研究し、授業や業務の
効率化を図りたい。

・全学年観点別評価を実施する年度を迎
え、教員間での情報共有や生徒への周
知も丁寧にできた。
・慣れない科目を担当し合う状況にある
点は、改善できるといい。

・観点別評価について、効果的で
運用しやすいやり方を実施してい
きたい。

現代社会が抱える諸課題（例えば持続
可能な財政運営、世界の安定に資する
ハードパワー、ソフトパワーについて）な
ど工夫したレポートが課された。

授業担当者間の連携を大切にし
て、更なる指導方法や評価の工夫
を図りたい。

B

教科内で指導方法の情報共有を
行い、他教科の実践方法も参考に
しながら、教育効果の高い方法を
工夫していきたい。

ロイロノートやグーグルフォーム、最新
データを用いた授業など、興味深い授業
展開がみられた。

・例年並みに実施することができた。
・実験レポートの作成度合いが評価に組
み込まれ、生徒の意欲向上につながって
いる。

・探究と結びつけられるようにした
い。実験の授業内できっかけづくり
になるような話題提供をするなど。

② B

授業の展開について活発な話し合いが
できた。ICTの効果的な活用方法につい
て授業者が互いに意見交換する機会が
増加した。

効果的な活用方法について授業
者が互いに意見交換をする機会を
増やしていきたい。

B

各学年で、ロイロノートをはじめとしたデ
ジタルツールを活用し、生徒間の活発な
意見交換が行えた。多様な意見の共有
とそこから発展する思考力の育成が図
れた。

デジタルツールの活用事例を教員
間で共有していく。

授業や個別指導で表現指導の充実を
図った。国語表現、個別の進路指導でも
小論文だけでなく口頭試問対応やプレゼ
ンテーションの機会もつくり工夫した。

 ７
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部 中期
目標

評価項目（重点目標） 評価の観点（具体的な取り組み）

②健康の保持増進のための知識や
実践力を身に着け、実生活において
活用できる考えを育て、明るく豊かな
活力のある生活を育む態度を育て
る。

項
目

自己
評価

成果と課題(最終評価） 向上策・改善策

① A
芸術文化に興味関心を持たせる各講座
の授業展開。意欲的に取り組める教材
設定ができた。

引き続き学習意欲が湧くような教
材研究、教材設定が必要。情報共
有で更に発展。

保
健
体
育

①運動に関する知識を深め、技能・
体力の向上を図り、運動の楽しさや
喜びを味わい、仲間と協力する姿勢
を身に着ける。また、生涯スポーツに
つなげる資質や能力を育成する。

・適切な服装、時間やルール等を遵守さ
せられたか。集団行動の意義や、自分
及び仲間の安全、仲間との協力や運動
の楽しさを実感させらたか
・安全管理は適切であったか。
・運動量は確保できたか。
・身近な話題に触れることで、興味関心
を引き出し、日常生活及び今後の実践
につながるような内容を提示できたか。

･生徒が様々な芸術文化に興味関心を
持ち、意欲的に取り組める教材設定が
できたか。

B

① B

・数名を除けば概ね適切な服装、ルー
ル・マナーを守り授業に取り組むことがで
きた。
・1年生に関しては活発な生徒が増えた
気がする。

今年度も柔道については見送った
が、柔道着を購入することを考え
ればこのまま柔道については導入
しない方向になりそうである。

③様々な表現活動において、自らが
積極的に活動することはもとより、他
者の表現を尊重する心を育み、共同
して表現活動を行うための協調性を
育成する。

･グループ活動における共同作業をス
ムーズかつ有意義なものとするための
アドバイスなど、生徒支援ができたか。

②国内外の様々な芸術文化に関心
を持ち、それぞれの芸術文化を尊重
する姿勢を育成する。

･生徒個々の能力を見極め、意欲的に課
題に取り組むための生徒支援ができた
か。

外
国
語

①英語の基礎となる単語、熟語、構
文、文法などを定着させる。

①生徒の実態や目標に応じて適切な教
材や学習方法を示し、学習定着の工夫
ができたか。

芸
術

③生徒の能動的な活動を通じて、4
技能とともに思考力やコミュニケー
ション能力を育成する。また、英語検
定などの外部試験も活用するように
促す。

③知識定着に加え言語活動を多く取り
入れ、英語検定なども活用し英語の運
用能力を総合的に育成することができた
か。

①芸術の授業を通して、生徒が自ら
目標を設定し、意欲的に自己表現す
る姿勢を育成する。

② B
達成できたと考える。生徒が意欲的に課
題に取り組むことへの改善は今後も課題
である。

一人一人の生徒に合ったアドバイ
スの仕方の情報共有。情報収集。

B
表現活動を積極的に受けてくれる生徒が
多く、的確なアドバイスができていたので
はないかと考える。

②グループ学習やプレゼンテーショ
ン活動を通して、生徒自身の意見を
英語で発信する能力を育成する。

②生徒に意見を発信させる機会や課題
を与え、適切な助言や指導ができたか。

家
庭

⑴

⑵

⑶

①急速に変化する社会の状況に目
を向け、多様化する家族･家庭や生
活様式について理解し、自らの生き
方をデザインする姿勢を育成する。

・社会の出来事に興味を持たせ、現状を
理解し、自分の生活と関連づけて考えさ
せることができたか。

① Ｂ

②「持続可能な社会」の実現に向け
て、家庭生活や地域社会へ関心をも
ち、自ら課題を発見し、解決していく
ための知識や実践力を身につける。

・学習で得た知識・技術を活用し、生活
を巡る様々な問題を意識させ、課題解決
に向けた学習活動を充実させることがで
きたか。

② Ｂ

③ICT機器を活用した教材作成や外
部との連携による学習指導等、効果
的な指導方法についての研究を深め
る。

・生徒が主体的に学習する環境を整備
することができたか。

③ Ａ

情
報

①情報学の基礎となるリテラシー、
基本的知識、実践技術、セキュリティ
意識、情報モラルなどを定着させる。

・授業を通して、基礎的な知識スキルが
定着したか。

① B

③積極的にICT機器を活用した教材
作成や学習指導等、効果的な指導
方法についての研究を深める。

・高度情報科社会を生き抜いてゆく基本
的方法をみにつけることができたか。

③ B

②グループワークやプレゼンテーショ
ンの作成発表を通して、生徒自身の
発信する能力を育成する。

・生徒が積極的に自分を表現し、発表す
ることができたか。

②

考査の平均点はすべて60点以上となり
基礎的な知識は定着した。またオフィス
アプリの他、HTMLを用いたHPの作成、
エクセルを利用してのシミュレーションも
概ね完了した。

共通テスト用のプログラム言語に
近いため今後はもっと上手にパイ
ソンを利用してゆけるとより良いと
思う。

③ B

英語検定の形式を活用して、パフォーマ
ンス活動を行うことができ、実際の検定
受験につながった授業もあったが、思考
力の育成という部分では、考えさせたり、
知識をつけるような活動が不十分であっ
た科目もあった。

思考力の育成に関しては、生徒に
考えさせる機会、そして考える
ベースとなる十分な知識を身に着
けさせる機会も英語学習と同時並
行で行わなければならないので、
それを意識した授業の組み立てを
行う。生徒の主体性を育む活動も
今後必要である。

社会の出来事や実体験をもとにした学習
内容を盛り込みながら授業について研究
を進めている。

リアルタイムなニュースや新聞記
事を活用しながら、今後の社会の
状況に注目し、自分の生活と関連
付けた学習活動を取り入れたい。

消費生活分野では、悪質商法や契約の
トラブルに関する事例をもとに被害に遭
わないための解決策をグループで話し合
うなど、学習で得た知識・技術を活用した
学習に取り組んだ。

生徒が自分で考え、学習を進められるよ
う効果的な教材づくりに取り組んだ。ま
た、外部講師や外部との連携を活用した
授業を実施し、生徒が主体的に取り組む
機会が増えた。

外部との連携を今後も継続的に実
施し、学習内容を充実させていく。

各学年で積極的に定期考査以外で単
語、文法項目等に関わるテストを設定
し、語彙数増加や文法定着を授業外でも
図ることができた。

次年度以降も定期考査と同様の
モチベーションをもって、小テスト
にも取り組めるよう働き掛けを継
続する。

③

②

②

B
探究の発表において積極的にパワーポ
イントを利用する者もおり発信力もつい
た。

パワーポイントに限らず、ロイロ
ノートも利用できれば他教科との
横断的な利用も考えられる。

ライフイズテックレッスンを利用した年度
の2年目でもあり、活用方法に慣れてき
た。考査前には何度もログオンさせてAI
ドリルに参加できた、根気強く取り組む者
は考査でも高得点となった。

3年次に共通テスト対策が不十分
であると考えている。今年は授業
内容をまとめた動画を参考にした
プリントで対応したが、今後は情報
Ⅰの演習を3年次に考えてもよい
と思う。

教科会等で意見交換をし、それぞ
れ今後の課題について話し合い
対策していきたい。

保健の授業については各自取り組んで
いるが、更に発展した取り組みを検討し
たい。

ICTの活用。

A

各学年でパフォーマンステストや活動を
適宜取り入れることで、インプットだけで
なくアウトプットの機会も十分に設けるこ
とが出来た。

次年度以降も、各科目間で調整し
ながら、上級学校進学のための入
学者選抜のトレーニングにもつな
がるよう、積極的にアウトプットの
機会を設けていく。

消費生活センター職員による消費
者教育や金融機関等による金融
教育の実施等、家庭基礎の授業
を中心に実施について検討を進め
る。

① A

 ７


